一宮城址　　　徳島市一宮町西丁




　四国霊場十三番札所・大日寺の道向かいにある一宮神社。その裏手の山を登ったところに一宮城跡がある。一宮城はこの地を治めた小笠原長宗氏によって鎌倉時代に築かれた山城である。小笠原氏はのちに一宮姓を名乗るようになり、一宮神社の神官も兼務した。１５８５年、豊臣秀吉により四国が平定された後、一宮城は阿波へ入国した蜂須賀氏の最初の居城となる。徳島城の築城以降は、その支城として有力家臣を置いていたが、１６１５年の一国一城令によって廃城になった。現在では、山中に本丸をはじめとする遺構が数多く残る。城址へは一宮神社の東側にある太鼓橋の前からスタートする。太鼓橋は、蜂須賀氏が入国時に国が丸く治まるようにとの願いを込めて奉納したとされている。すぐ近くに「一宮城跡登山口」の道標がある。コンクリートで舗装された坂道を上がっていくと、勾配に沿って石段が配された山道へと変わる。まず最初に辿り着くのは「倉庫跡」だ。穀類や戦闘用の道具を保管していたとされる場所で、城跡には２ヶ所ある。さらに歩いていくと、「竪堀」と書かれた看板を幾つか目にする。竪堀は山の斜面を縦に掘った堀のことで、敵が斜面を横に移動するのを防ぐ役割があったとされる。さらに５分ほど進むと、城郭における出入口を指す「虎口」がある。一宮城では本丸を取り囲むように数々の曲輪跡が残っている。さらに山上を目指すと勾配がゆるやかに、そのまま道なりに進むと門跡の石組がある丁字路に行き着く。右に「明神丸跡」、左に「本丸跡」がある。まず明神丸方向へ。明神丸の曲輪跡は現在展望台のようになっており、眉山や阿讃山脈が眼下に広がる。戻って本丸方向へ進むといよいよ本丸の石垣が見えてくる。高さは４ｍほどで決して大きな規模ではないが、堅固にどっしりと組まれており風格が漂う。石垣の急な階段を登ると開けた平地になっていて、中央部に「若宮神社」が建てられている。ベンチがおかれており、見晴らしはとても良い。鮎喰川や徳島市内などを一望できる。標高は１１４ｍほどでここまでおよそ３０分から４０分位である。
　裏手から登る道もある。太鼓橋の前の道を奥へと進むと畑の中に大きな枝垂桜が３本あり、毎年春には見事な花をみせてくれる。桜を過ぎて少し進むと山道に入る。ゆるやかな山道を行くと山城の水源地であった貯水池がある。さらに進むと岩肌が現れ「陰滝」の看板があり、険しい岩山を鎖を頼りに少し登ると再びゆるやかな道に出る。四国電力の鉄塔を回るように進むと「花畑」の看板がある。花畑を過ぎると急な登り坂に差し掛かる。坂の上には丸い石がいくつか置かれていて、これは敵が攻めて来るのを防ぐために使うものであったそうだ。そこを過ぎるとあと少しで本丸の西側の「釜床跡」に着く。当時の炊事場であった跡である。本丸の石垣のすぐ下にある。このコースは当時の生活が身近に感じられるコースである。
　アクセスは車では国道１９２号線・上鮎喰橋より県道２１号を西へ約６㎞で大日寺へ。道路脇に一宮神社駐車場有。
徳島バス「徳島駅前」より、神山線（延命・名東経由）・天の原線・一宮線「一宮札所前」下車。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木和恵）
